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● 令和８年積丹町二十歳の集い● 令和８年積丹町二十歳の集い

● 積丹消防団出初式● 積丹消防団出初式

● 総合的な学習 ～ふるさとの森 川 海の魅力を発掘しよう～● 総合的な学習 ～ふるさとの森 川 海の魅力を発掘しよう～

● 高知県香美市へ児童訪問● 高知県香美市へ児童訪問

主
な
内
容

主
な
内
容

積丹半島と神威岬積積丹丹半半島島とと神神威威岬岬神神神とととととととと島島島島島島島島半半半半半半半半

北海道遺産北海道遺産

～～  二二
は た ちは た ち

十歳十歳の誓いの誓い  ～～

　若い力で若い力で積丹を元気に！積丹を元気に！

= 積丹町総合文化センター・１月 11 日 == 積丹町総合文化センター・１月 11 日 =
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令和８年積丹町二十歳の集い令和８年積丹町二十歳の集い

　
１
月
11
日
、
令
和
８
年
積
丹
町

二は

た

ち

十
歳
の
集
い
が
町
総
合
文
化
セ
ン

タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
華
や
か
な
振
り
袖

や
ス
ー
ツ
姿
に
身
を
包
ん
だ
参
加
者
５

人
の
新
た
な
門
出
を
祝
い
ま
し
た
。

　
家
族
や
来
賓
に
拍
手
で
迎
え
ら
れ
た

参
加
者
は
、
一
人
一
人
の
近
況
や
将
来

の
夢
な
ど
を
自
己
紹
介
し
、
原
教
育
長

の
挨
拶
の
後
、
松
井
町
長
と
山
本
議
長

か
ら
励
ま
し
の
言
葉
を
受
け
ま
し
た
。

　
参
加
者
を
代
表
し
て
、
外
崎

享
き
ょ
う
し
ゅ
ん俊

さ
ん
（
来
岸
町
）
に
記
念
品
が
贈
ら
れ
、

佐
藤
達た

つ
ふ
み史

さ
ん
（
野
塚
町
）

と
一
戸

華か

の

ん音
さ
ん
（
美
国
町
）
が
、
二
十
歳
の

誓
い
を
力
強
く
述
べ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
美
国
婦
人
会(

魚
屋
友
子

前
会
長
）か
ら
手
づ
く
り
の「
赤
飯
」が
、

野
塚
町
の
荒
れ
た
私
有
林
の
整
備
や
自

然
体
験
活
動
を
行
う
森
林
保
全
活
動
団

体
・
積
丹
グ
リ
ー
ン
（
森
田
信
道
代
表
・

札
幌
市
）
か
ら
は
、
同
林
材
を
活
用
し

た
「
記
念
ス
マ
ホ
ス
タ
ン
ド
」
が
プ
レ

ゼ
ン
ト
。
集
い
の
後
に
は
、
記
念
撮
影

や
中
学
校
の
恩
師
を
囲
ん
で
、
懐
か
し

い
日
々
を
振
り
返
り
、
会
話
が
弾
ん
で

い
ま
し
た
。

　
町
内
外
で
そ
れ
ぞ
れ
の
道
を
歩
む

二
十
歳
の
皆
さ
ん
の
ご
活
躍
を
期
待
し

て
い
ま
す
。

新たな門出新たな門出 令和８年積丹町二十歳の集い令和８年積丹町二十歳の集い

▲誓いのことば（佐藤さんと一戸さん） ▲記念品贈呈（外崎さん）
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■
北
海
道
知
事
表
彰

■
北
海
道
知
事
表
彰

【【
2020
年
勤
続
表
彰
】

年
勤
続
表
彰
】

第
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・
４
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第
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４
分
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長
班
長
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さ
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６
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６
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岸
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岸
町
）

■
北
後
志
消
防
組
合

■
北
後
志
消
防
組
合
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３
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分
団
長

　
佐
々
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佐
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真
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美
国
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さ
ん
（
美
国
町
））

第
６
分
団
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６
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班
長
班
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谷
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団
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団
員
団
員

　
齊
藤
　
侑
雅

齊
藤
　
侑
雅 

さ
ん
（
美
国
町
）

さ
ん
（
美
国
町
）

■
北
海
道
消
防
協
会
表
彰

■
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４
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部
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３
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４
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部
長

　
小
原
　
和
也

　
小
原
　
和
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さ
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（
入
舸
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さ
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【【
2020
年
勤
続
表
彰
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年
勤
続
表
彰
】

第
３
・
４
分
団

第
３
・
４
分
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班
長
班
長

　
竹
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一
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さ
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さ
ん
（
入
舸
町
）

火災・自然災害のない１年を願って

積丹消防団出初式が挙行積丹消防団出初式が挙行
　

令
和
８
年
積
丹
消
防
団
出
初
式
が
、
１
月
７
日

挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

午
前
９
時
の
サ
イ
レ
ン
で
団
員
を
招
集
。
美
国

神
社
で
消
防
団
長
や
団
幹
部
ら
に
よ
る
安
全
祈
願

が
行
わ
れ
た
後
、
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
で
の
式
典

で
は
、
各
地
区
の
団
員
や
女
性
防
火
ク
ラ
ブ
員
な

ど
総
員
64
名
が
出
席
し
ま
し
た
。　
　

　

富
士
谷
哲
朗
積
丹
消
防
団
長
が
「
防
災
の
第
一

線
に
あ
る
我
々
は
、
地
域
住
民
の
安
全
確
保
の
た

め
、
い
か
な
る
災
害
に
も
屈
し
な
い
体
制
・
力
を

整
え
て
お
く
決
意
と
行
動
力
が
大
切
で
す
。
消
防

職
員
、
団
員
に
は
消
防
の
使
命
を
再
認
識
さ
れ
、

新
た
な
決
意
を
も
っ
て
精
進
さ
れ
る
こ
と
を
切
望

し
ま
す
。」
と
式
辞
を
述
べ
ら
れ
、

地
域
防
災
の
要

か
な
め

を
担
う
消
防
団
員
と

し
て
の
使
命
の
尊
さ
に
、
決
意
を
新

た
に
し
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
永
年
に
わ
た
り
精
励
さ
れ

た
消
防
団
員
の
功
績
に
、
北
海
道
知

事
や
北
海
道
消
防
協
会
な
ど
か
ら
の

表
彰
状
が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

　

あ
ら
ゆ
る
災
害
対
応
へ
の
重
責
を

担
う
「
郷
土
が
誇
る
消
防
団
」
の
さ

ら
な
る
活
躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

職
員
、
団
員
に
は
消
防
の
使
命
を
再
認
識
さ
れ
、

新
た
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決
意
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も
っ
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精
進
さ
れ
る
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と
を
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望

【【
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６
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６
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団 
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長
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長
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谷
　
将
輝
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谷
　
将
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さ
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来
岸
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）

さ
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岸
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■
積
丹
消
防
団
団
長
表
彰

■
積
丹
消
防
団
団
長
表
彰

【
個
人
表
彰
】

【
個
人
表
彰
】

婦
美
女
性
防
火
ク
ラ
ブ

婦
美
女
性
防
火
ク
ラ
ブ 

副
会
長

副
会
長

　
本
田
　
い
く
子

　
本
田
　
い
く
子 

さ
ん
さ
ん

幌
武
意
女
性
防
火
ク
ラ
ブ

　
副
会
長

幌
武
意
女
性
防
火
ク
ラ
ブ

　
副
会
長

　
加
藤
　
美
江

　
加
藤
　
美
江
　
さ
ん
さ
ん

北
後
志
消
防
組
合
積
丹
支
署

News消防ニュース消防ニュース

消
防
栓
等
の

除
雪
作
業
に
感
謝

町
内
に
消
火
栓
が
52
基
、

防
火
水
槽
は
17
基
あ
り
ま
す
。

日
頃
か
ら
町
民
の
皆
さ
ま
に

は
、
ご
厚
意
で
家
や
職
場
近

く
の
「
消
火
栓
」
な
ど
消
防

水
利
施
設
の
除
雪
等
に
ご
協

力
い
た
だ
き
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

消
火
栓
や
防
火
水
槽
の
周
り
は
、

緊
急
時
に
消
防
車
両
が
使
用
し
ま
す

の
で
、
車
の
停
車
等
、
妨
げ
な
い
よ

う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

火災 救急 救助 その他

Ｒ７．12 月 １ ７ ０ １

Ｒ７年累計

（1～ 12 月）
３ １２３ ５ ３２

Ｒ６年 ０ １２４ １３ ２９

■積丹支署各種出動状況 （単位：件）

（注）その他には、火災・救急・救助以外の消防車が出動した

　 件数が含まれます。
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　町内の小学校５・６年生 11 名が１月 11 日から 14 日まで、

姉妹都市の高知県香美市を訪問しました。

　今回の交流では、竹細工によるけん玉作り体験や「やなせ

たかし記念館」の見学、物部地区の児童宅へのホームステイ、小学校を訪問しての交流活動を行い、香美市の暮ら

北と南の姉妹都市交流北と南の姉妹都市交流

小学校５・６年生 11 名が小学校５・６年生 11 名が
高知県香美市を訪問！高知県香美市を訪問！

小
学
校
総
合
的
な
学
習
の
時
間

小
学
校
総
合
的
な
学
習
の
時
間

 

ふ
る
さ
と
の
森
川
海
の
魅
力
を
発
掘
し
よ
う

ふ
る
さ
と
の
森
川
海
の
魅
力
を
発
掘
し
よ
う

ー
『
Ｊ
Ｔ
の
森
積
丹
』
で
豊
か
な
自
然
を
学
ぶ
活
動

ー

　

Ｊ
Ｔ
の
森
積
丹
森
づ
く
り
促
進
協

議
会
（
佐
藤
勝
次
会
長
・
積
丹
観
光

協
会
ほ
か
６
団
体
）
は
、
今
年
度
町

内
全
小
学
校
の
３
～
４
年
生
を
対
象

に
森
川
海
の
つ
な
が
り
で
形
成
さ
れ

る
積
丹
町
の
豊
か
な
自
然
環
境
へ
の

理
解
を
深
め
る
体
験
学
習
を
行
い
ま

し
た
。

　

全
５
回
延
べ
18
時
間
の
学
習
は
、

３
年
間
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
を
経

て
、
昨
年
２
月
に
町
内
で
起
業
し

た
㈱
Ｓし

ゃ

こ

た

ん

Ｈ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｔ
Ａ
Ｎ
海う

み
も
り森

学

校
（
小
山
彩
由
里
代
表
）
と
、
町
内

３
５
０
ha
の
町
有
林
『
Ｊ
Ｔ
の
森
積

丹
』
で
、
Ｊ
Ｔ
の
森
積
丹
生
態
調
査

を
受
託
し
た
㈱
地
域
環
境
計
画
北
海

道
支
社
（
札
幌
市
）
な
ど
の
専
門
家

が
講
師
を
務
め
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
テ
ー
マ
は
、「
み
ん
な

が
思
う
積
丹
の
す
ご
い
と
こ
ろ
」で
、

森
川
海
の
魅
力
を
発
掘
し
な
が
ら
学

ぶ
野
外
学
習
と
な
り
ま
し
た
。

海
の
授
業
は
、
町
内
の
漁
業
者
を

招
き
、
浅
瀬
の
い
き
も
の
採
取
・
観

察
を
し
、
積
丹
の
海
の
豊
か
さ
や
水

産
業
の
重
要
性
を
。

川
の
授
業
で
は
、
魚
・
水
生
昆
虫

な
ど
川
の
い
き
も
の
を
観
察
・
ス
ケ
ッ

チ
し
な
が
ら
、
川
の
水
質
や
昔
と
の

変
化
を
。

森
の
授
業
で
は
、
積
丹
グ
リ
ー

ン
の
森
田
信
道
代
表
と
㈱
積
丹
ス

ピ
リ
ッ
ト
の
大
津
環
生
氏
を
招
き
、

バ
ー
チ
ャ
ル
選
木
や
薪
づ
く
り
体
験

を
行
い
、
森
林
保
全
の
重
要
性
を
学

び
ま
し
た
。

しを体験しました。

大
おおどち

栃小学校では、地域に古くから伝わる「いざなぎ流舞神　　　　　　楽」鑑賞、その神楽を題材として、同校児童が映画

作り体験に携わった短編映画「夏のいのり」の上映や、「物
・ ・

部の

おやつ」として、地元の食材を使ったき
・ ・ ・ ・ ・

りこもち、ゆずマーマレー

ド、ゆずジュースを作るなど同世代の仲間との交流を深めました。

　また、最終日には、国の天然記念物「龍河洞」を会場に、片
か た じ

地

小学校児童のガイドによる「龍河洞ふるさと大作戦！」探索活動

に参加し、姉妹都市の自然・歴史・文化を学ぶ貴重な旅行となり

ました。

　

参
加
し
た
児
童
は
、
森
川
海
の
い

い
と
こ
ろ
や
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
内
容
を

森
川
海
魅
力
シ
ー
ト
に
記
録
。
全
員

分
の
シ
ー
ト
を
一
つ
に
ま
と
め
た

『
森
川
海
魅
力
図
鑑
』
を
後
日
、
受

け
取
り
ま
し
た
。

　

こ
の
活
動
は
、
令
和
４
年
度
か
ら

日
本
た
ば
こ
産
業
㈱
と
の
『
Ｊ
Ｔ
の

森
積
丹
』
森
林
利
活
用
事
業
と
し
て

実
施
し
て
お
り
、
今
回
が
４
年
目
で

す
。

　

積
丹
町
の
豊
か
な
自
然
環
境
は
身

近
に
あ
り
、
そ
の
存
在
が
当
た
り
前

に
感
じ
て
し
ま
い
が
ち
で
す
が
、
町

で
は
、
こ
れ
か
ら
も
少
年
期
の
自
然

体
験
学
習
に
よ
り
そ
の
重
要
性
や
魅

力
を
体
感
し
て
、
郷
土
へ
の
愛
着
と

誇
り
を
育
み
、
将
来
を
担
う
人
づ
く

り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

▲ 7月 14 日　いきもの採取・観察（茶津海岸）

▲ 10 月 31 日　薪づくりのための枝払い
　　　　（余別小学校体育館）
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まちまち の 日記帳日記帳
 12
    　24

サンタさんに会えました

　びくに保育所、みなと保育所交流会でクリスマス

会が行われました。

　子どもたちは、絵本でクリスマスの由来を聞いた

後、歌や踊り、ゲームを楽しみ、最後には、サンタ

クロースからプレゼントが手渡されました。

　この日の給食は、子どもたちが楽しみにしていた

バイキング給食で、ピザトースト、えびフライ、サ

ラダなどのメニューを満喫しました。

びくに・みなと保育所交流会「クリスマス」

　びくに保育所、みなと保育所交流会でもちつきが

行われました。

　子どもたちは、もち米から餅になるまでを絵本で

学んだあと、杵
きね

で餅をつきました。餅を一口ほどの

大きさに丸める体験をして、給食は、雑煮、きな粉、

あんこ、海
の り し ょ う ゆ

苔醤油などのたくさんの味から、自分好

みの餅を楽しく食べました。

餅に舌
したつづみ

鼓
びくに・みなと保育所交流会「もちつき」

　積丹町エイジングステーションやすらぎで３日間

にわたりクリスマス会が開かれました。

　やすらぎ入居者とデイサービス利用者へサンタク

ロースからプレゼントが手渡され、クリスマス特別

ランチと手作りケーキに舌
したつづみ

鼓を打ちました。

　ほかにも、職員による歌、踊り、劇、スコップ三

味線が披露され３日間大いににぎわいました。

１年で１番いっぱい笑って、たくさん食べました！！

やすらぎ「クリスマス会」   

  １
    16

 12
     24

 12
     26～

広報しゃこたん令和８年２月号
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「町道民税「町道民税及び及び所得税」申告相談所得税」申告相談
次の日程で令和８年度（令和７年分 )の

申告相談を行います。
日程の都合の悪い方は、他の会場でも

受付できますが、必ず事前に役場税務課
（44-3384）までご連絡ください。

◆申告相談日程◆

申告の際に持参していただくもの

①マイナンバーカード

②確定申告のお知らせ (ハガキまたは封筒）

　(税務署から送られてきた方）

③給与所得・公的年金の源泉徴収票

　生命保険満期受取金の支払通知書

④事業決算書及び経費算入に必要な帳簿や

　領収書等

⑤国民年金保険料の控除証明書又は領収書、

　社会保険料がわかる源泉徴収票又は領収

　書、生命保険料・地震保険料の控除支払

　証明書

⑥医療費控除の明細書（または医療費のお知らせ）

⑦預金通帳又は口座番号の控え（所得税の　

還付が見込まれる方）

ご注意ください

『各種給付金等の支給申請』や『公営住宅

への入居申請』には、『町道民税の証明』を

受けるための町道民税または所得税の申告

が必要です。

月日 (曜日） 受付地区 場　所 時　間

２月２日㈪ 来岸・西河 来岸会館 9：30～16：00

３日㈫ 神　岬
余別地区

コミュニティセンター

9：30～16：00

４日㈬
余　別

9：30～16：00

５日㈭ 9：30～ 12：00

９日㈪ 入　舸 入舸会館 9：30～16：00

10 日㈫ 日　司 日司みなと防災センター 9：30～16：00

12 日㈭
野　塚 野塚地区ふれあい交流館

9：30～16：00

13 日㈮ 9：30～ 12：00

16 日㈪ 幌武意 幌武意寿の家 9：30～16：00

17 日㈫ 丸　山 丸山会館 9：30～ 12：00

18 日㈬ 婦　美 婦美会館 9：30～16：00

20 日㈮ 小泊・寺町・常盤

総合文化センター

１階　ロビー
9：30～16：00

24 日㈫ 柳町・茶津

25 日㈬ 浜　町

27 日㈮ 山岸・西仲・中央

３月２日㈪ 栄　町

３日㈫ 多茂木・川上

４日㈬ 東浦・西浦

日程の都合の悪い方は、他の会場でも
受付できますが、必ず事前に役場税務課受付できますが、必ず事前に役場税務課

（44-3384）までご連絡ください。
受付できますが、必ず事前に役場税務課

（44-3384）までご連絡ください。（44-3384）までご連絡ください。

月日 (曜日） 受付地区 場　所 時　間

２月 24 日㈫
町 内 全 地 区

（漁業・農業等の

   自営業者以外の方）

総合文化センター

１階　ロビー
18:00～20:00

◆次の 1日間は「夜間」も受付します◆

　

町
が
各
家
庭
に
設
置
し
て
い
る

『
Ｉ
Ｐ
電
話
』
や
『
地
上
デ
ジ
タ

ル
放
送
受
信
』
の
た
め
の
情
報
は
、

光
フ
ァ
イ
バ
ー
を
利
用
し
届
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

光
フ
ァ
イ
バ
ー
の
ケ
ー
ブ
ル

（
以
下「
光
ケ
ー
ブ
ル
」
＝
写
真
＝
）

は
曲
げ
や
圧
力
な
ど
に
対
し
て
弱

く
、
引
っ
張
っ
た
り
、
家
具
な
ど

で
踏
み
つ
け
て
し
ま
う
と
断
線
・

破
損
し
て
し
ま
い
『
Ｉ
Ｐ
電
話
の

利
用
』
や
『
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送

の
視
聴
』
が
で
き
な
く
な
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。

　

最
近
、
こ
の
光
ケ
ー
ブ
ル
の
断

線
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
が

増
え
て
お
り
、
光
ケ
ー
ブ
ル
は
途

中
で
つ
な
ぐ
こ
と
等
が
で
き
な
い

た
め
、
断
線
・
破
損
し
て
し
ま
う

と
、
家
の
外
か
ら
引
き
直
す
な
ど

大
掛
か
り
な
工
事
と
費
用
が
必
要

と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

光
ケ
ー
ブ
ル
の
扱
い
に

ご
注
意
く
だ
さ
い
！

宅
内
や
自
身
の
過
失
に
よ
る
断

線
等
に
係
る
修
繕
費
用
に
つ
い
て

は
、
ご
利
用
者
に
負
担
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意

い
た
だ
き
、
取
り
扱
い
に
疑
問
等

が
あ
る
場
合
は
、
役
場
企
画
課
ま

で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
問
合
わ
せ
先
】

役
場
企
画
課

℡
44-

２
１
１
４

光ケーブル
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●国民健康保険税　第８期

　　　　   納期限 ２月 25 日㈬

●介護保険料　第８期

　　　　　納期限　２月 25 日㈬

●後期高齢者医療保険料　第８期

　　　　   納期限 ２月 25 日㈬

●上下水道使用料金　１月分

　　　      納期限  ２月 27 日㈮

●住宅使用料　２月分

　　　      納期限　　　３月２日㈪

今月の納期今月の納期

( 注 ) 口座振替をご利用の方は、

２月 25 日㈬に引き落しになりますので、

前日までに残高の確認をお願いします。

　【問合わせ先】役場税務課　TEL44-3384

大雪に備えましょう

　本格的な雪の季節を迎えました。晴れた日に広がる白銀の景色は美し

く、ウインタースポーツを楽しむには絶好の時期です。しかし一方で、

大雪は私たちの暮らしに大きな影響を及ぼすこともあります。

　大雪は、冬型の気圧配置や発達した低気圧など、さまざまな気象条件

が重なることで発生します。降雪量が多くなると、自動車や電車が動け

なくなるなど、交通への影響が出るおそれがあります。

　大雪が予想される際は、目的地へのルート変更を検討したり、不要不

急の外出は控えたりするなど、早めの備えが大切です。

　気象台では、大雪により重大な災害の起こるおそれがある時は大雪警

報を発表します。

　また、降雪の予想や積雪の

状況はホームページで公開し

ています。こまめに最新の情

報を確認し、安全に冬を過ご

しましょう。

大雪に備えましょう

▲今後の雪（気象庁 HP）▲北海道の積雪状況（札
幌管区 HP）

Japan Coast Guard 1st Regional Coast Guard Headquarters

視野を広げリーダーシップを体得する。

将来の海上保安庁を導いていく幹部海上保安官を養成

やりたい仕事、目指したい夢がきっと見つかる。

４つの課程と５つのコースで第一線の海上保安官を養成

海
を

舞
台
に

夢
は

広
が
る

大卒程度 海上保安官（海保大初任科）

第一次試験

５/24
受付期間

２/19～3/23
高卒程度 海上保安大学校

第一次試験

10/24 受付期間

8/20～９/ ７10/25

大卒程度
海上保安学校特別（一般課程のみ）

第一次試験

５/10
受付期間

３/2～3/23
海上保安学校

第一次試験
受付期間

7/10～7/23９/27

第１次試験地 札幌市、函館市、小樽市、旭川市、釧路市 ただし海上保安官（海保大初任科）は札幌市のみ

第２次試験地　小樽市 ただし海上保安学校航空課程は東京都のみ　　　　　　　【いずれも道内関係分抜粋】

学生採用されると同時に国家公務員の身分。給与 (月額約 20 万円 )・賞与が支給されます。受験料、入学金、授業料、寄附金等は不要です。

海上保安官募集

2026

小樽海上保安部便り小樽海上保安部便り NO.49

木日 月

木
土

月

月日 月

木

日

木 月

金 木
日

高卒程度

大卒程度
高卒程度

令和８年 10 月採用

令和９年４月採用

運転免許証の更新手続で「オンライン予約制」が始まります！
【対象会場】

※高齢者講習 ･オンライン講習を受講された方は予約不要です。

○　札幌運転免許試験場（日曜日のみ予約が必要）

○　中央優良運転者免許更新センター

○　厚別優良運転者免許更新センター

【予約方法】

　更新のはがきに記載されたＩＤとパスワードにより

オンラインで予約していただきます。

　詳しくは、北海道警察ホームページを

ご覧ください。

広報しゃこたん令和８年２月号
7



　
各
種
自
衛
官
等
を
募
集
し
ま
す

自
衛
官
候
補
生

◆
応
募
資
格:

18
歳
～
33
歳
未
満

◆
試
験
内
容

　

筆
記
試
験
、
適
性
検
査
、
口
述
試

験
、
身
体
検
査
等
。

予
備
自
衛
官
補
（
一
般
・
技
能
）

◆
応
募
資
格

（
一
般
）
18
歳
～
52
歳
未
満

年
金
の
予
約
相
談
実
施
中

　

年
金
事
務
所
で
は
、
年
金
に
つ
い

て
の
予
約
相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

ご
予
約
の
際
は
、
基
礎
年
金
番
号

の
わ
か
る
年
金
手
帳
や
年
金
証
書
な

ど
を
ご
準
備
の
う
え
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

【
問
合
わ
せ
先
】
日
本
年
金
機
構

℡
０
５
７
０
ー
05
ー
４
８
９
０

（
技
能
）
18
歳
以
上
国
家
資
格
を

　
　
　

有
す
る
55
歳
ま
で

◆
受
付
期
間

　

令
和
８
年
４
月
８
日
㈬
ま
で

　

陸
・
海
・
空
自
衛
隊
に
は
、
車
両
・

船
・
飛
行
機
を
扱
う
職
種
が
１
０
０

種
類
以
上
あ
り
ま
す
。
試
験
内
容
・

イ
ベ
ン
ト
案
内
及
び
各
種
個
別
説
明

な
ど
詳
し
く
は
、
お
問
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

【
問
合
わ
せ
先
】

自
衛
隊
札
幌
地
方
協
力
本
部

　
　
　
　
　
　
　
小
樽
地
域
事
務
所

℡
０
１
３
４

－

22

－

5
5
2
1

　
中
皮
腫
や
肺
が
ん
な
ど
、
石
綿
に

　
よ
る
疾
病
の
労
災
補
償
・
救
済
に

　
つ
い
て

　

中
皮
腫
や
肺
が
ん
な
ど
を
発
症

し
、
そ
れ
が
労
働
者
と
し
て
石
綿
ば

く
露
作
業
に
従
事
し
て
い
た
こ
と
が

原
因
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
場
合
に

は
、
労
働
者
災
害
補
償
保
険
法
に
基

づ
く
各
種
保
険
給
付
や
石
綿
に
よ
る

健
康
被
害
の
救
済
に
関
す
る
法
律
に

基
づ
く
特
別
遺
族
給
付
金
が
支
給
さ

れ
ま
す
。

　

石
綿
に
よ
る
疾
病
は
、
石
綿
を
吸
っ

て
か
ら
非
常
に
長
い
年
月
を
経
て
発

症
す
る
こ
と
が
大
き
な
特
徴
で
す
。

　

中
皮
腫
な
ど
で
亡
く
な
ら
れ
た
方

が
過
去
に
石
綿
作
業
に
従
事
さ
れ
て

い
た
場
合
に
は
、
労
災
保
険
給
付
等

の
支
給
対
象
と
な
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
の
で
、
最
寄
り
の
労
働
基
準
監

督
署
ま
た
は
都
道
府
県
労
働
局
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

【
問
合
わ
せ
先
】

北
海
道
労
働
局

労
働
基
準
部
労
災
補
償
課

℡
０
１
１
―
７
０
９
―
２
３
１
１

　
無
料
法
律
相
談
所
開
設

　

次
の
と
お
り
無
料
法
律
相
談
所
を

開
設
し
ま
す
。

◆
日
時　

２
月
18
日
㈬

　
　
　
　

午
後
１
時
～
午
後
４
時

◆
定
員　

６
人

【
申
込
・
問
合
わ
せ
先
】

余
市
町
役
場
　
総
務
課

℡
０
１
３
５
ー
21

－

２
１
１
２

※
ご
利
用
さ
れ
る
方
は
、
事
前
に
申

し
込
み
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

　

次
の
と
お
り
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

窓
口
を
開
設
し
ま
す
。

◆
日
時　

２
月
26
日
㈭

　
　
　
　

午
後
１
時
半
～
３
時
半

◆
場
所　

俱
知
安
保
健
所
余
市
支
所

【
問
合
わ
せ
先
】

俱
知
安
保
健
所

　
健
康
推
進
課
健
康
支
援
係

℡
０
１
３
６
ー
23
ー
１
９
５
７

※
ご
利
用
さ
れ
る
方
は
、
２
月
20
日

㈮
ま
で
に
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

【問合わせ先】余市協会病院 ☎ 0135-23-3126

　小児科医師 ( 常勤医師 ) の退職に伴い、 令和８年２月から小児科医師 ( 常勤医師 ) の退職に伴い、 令和８年２月から

の小児科診療を休診とさせていただきます。の小児科診療を休診とさせていただきます。

　診療体制に変更がありましたら、 その都度お知らせします。　診療体制に変更がありましたら、 その都度お知らせします。

　ご理解をよろしくお願い申し上げます。　ご理解をよろしくお願い申し上げます。

社会福祉法人北海道社会事業協会余市病院

― 余市協会病院・小児科診療― 余市協会病院・小児科診療
２月から休診のお知らせ ー２月から休診のお知らせ ー

町
の
広
報
活
動

に
ご
理
解
・
ご
協
力
を

　

町
企
画
課
で
は
、
普
段
の
街
並
み

や
イ
ベ
ン
ト
、
学
校
行
事
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
場
面
で
取
材
、
写
真
撮
影
を

行
っ
て
い
ま
す
。
撮
影
し
た
写
真
は
、

町
の
発
行
物（
広
報
紙
・
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
な
ど
）、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
に
使

用
し
、
公
共
の
目
的
以
外
で
利
用
す

る
こ
と
は
一
切
あ
り
ま
せ
ん
。

　

担
当
職
員
が
取
材
、
撮
影
を
行
う

際
は
「
積
丹
町
広
報
」
と
書
か
れ
た

黄
色
い
腕
章
を
着
用
し
て
い
ま
す
。

　

写
真
の
利
用
に
承
諾
い
た
だ
け
な

い
場
合
は
、
そ
の
場
で
お
声
か
け
い

た
だ
く
か
、
お
電
話
な
ど
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

　

町
の
情
報
発
信
や
認
知
度
向
上
の

た
め
に
も
、
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
合
わ
せ
先
】

積
丹
町
企
画
課

℡
０
１
３
５
―
44
―
２
１
１
４

　
道
広
報
紙
「
ほ
っ
か
い
ど
う
」
を

　
ウ
ェ
ブ
で
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ど
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ン
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す
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で
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ご
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さ
い
。
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ef.
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ido
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p
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迎える３名の隊員による

≪３年間の隊員活動の

「総括」ページ≫の制作 1 人目

　　　　　　です！

積丹町積丹町積丹町積丹町積丹町積丹町積丹町積丹町積丹町積丹町積丹町 地域おこし協力隊地域おこし協力隊がつくるがつくる

町おこし広報町おこし広報 Ｖｏｌ .15

３年間の集大成を発信
令和４年度から「企業委託型」を創設した地域

おこし協力隊の２期生で、令和８年に任期満了を

３年間の集大成を発信３年間の集大成を発信
令和４年度から「企業委託型」を創設した地域

３年間の集大成を発信３年間の集大成を発信

３. 地元の方々や協力隊仲間に助けられた 3 年間３. 地元の方々や協力隊仲間に助けられた 3 年間

積丹という未知の町に暮らしてみて一番学んだことは、地道にコツコツと信用

を積み重ねていくことの大切さです。私は山梨の田舎育ちですが、特に小さな町

では、1 つ 1 つの言動を良くも悪くも見られ、それが信用にもつながります。本

当にありがたいことに消防団の方々や協力隊の先輩にはよくしてもらいました。

　例大祭の時に、お祭り参加有志の女性陣が作ってくれた豚汁やカレーもとても

おいしく、長丁場の山
だ し

車を楽しく過ごせました。

秋に『第１回オータムフェスティバル』

の催しの一つ・モルック大会で、準備や

運営に関わり、０から１を生み出すこと

のやりがいや難しさを肌で感じました。

町内でもにわかに盛り上がりをみせるモ

ルックと、食のイベント・積丹ソーラン

味覚祭りを参考にした新たなお祭りが誕

生し、大盛況に終わりました。

　町内のさまざまな方の力を結集しての

開催にとても価値があると思います。今

後も２回、３回と継続開催に向けて、こ

れからも貢献していきたいです。

１. 協力隊員活動と日々の役割１. 協力隊員活動と日々の役割
　㈱しゃこまるに所属し、主に㈱しゃこまるに所属し、主にキャンプ場の管理人キャンプ場の管理人として、として、

１～２年目はしばらく使われていなかったキャンプ場の整備１～２年目はしばらく使われていなかったキャンプ場の整備

や不要品の処分に取り掛かりました。快適に利用してもらうや不要品の処分に取り掛かりました。快適に利用してもらう

ための草刈り、木の根っこや石の除去、景観を良くするためための草刈り、木の根っこや石の除去、景観を良くするため

の間伐、古いトイレや壊れたシャワーの改修を進め、３年目の間伐、古いトイレや壊れたシャワーの改修を進め、３年目

にようやくキャンプ場としてオープンでき、接客対応と並行にようやくキャンプ場としてオープンでき、接客対応と並行

して日々整備や清掃を行っていました。して日々整備や清掃を行っていました。

２. 理想と現実のギャップ、 日々の癒し２. 理想と現実のギャップ、 日々の癒し
　㈱しゃこまるでは、S

サップ

UPやカヤック、電動マウンテンバイク、

バックカントリースキーなどのアクティビティを提供しています。

　これまでの日帰り型観光から遊んで食べて泊まる滞在型観光を目

指しキャンプ場だけでなく、宿泊や飲食事業も進めていかなければ

▲しゃこまるベース▲しゃこまるベース
　（美国町小泊地区）　（美国町小泊地区）

今月号の担当は、井上　和也隊員

（㈱しゃこまる）

４. 第 1 回積丹オータム４. 第 1 回積丹オータム
　　フェスティバルに感じた積丹の未来　　フェスティバルに感じた積丹の未来

ならない中で、あっという間に

冬が来てしまい、現実はそんな

に甘くはありませんでした。それでもクマゲラ、エゾリス、シマエナガなど

（＝写真＝）道外では見られない動物に日々感動と癒しを与えてもらっています。

開催会場＠美国漁港広場

広報しゃこたん令和８年２月号
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月
号

№
770

慶

弔

録

お
く
や
み
（
死
亡
）

黒
島　

繁
子　

100
歳　

美
国
町

平
畠　

幸
治　

85
歳　

美
国
町

渡
邊　

チ
ヱ　

98
歳　

婦
美
町

石
川　

清
一　

81
歳　

神
岬
町

佐
賀　

彦
正　

95
歳　

美
国
町

日（曜日) 医 療 機 関 名 住　所 電 話 番 号

１日（日）よいち整形外科クリニック 余市町大川町 48-5000

８日（日）脳神経外科よいち汐風クリニック 余市町大川町 21-5566

11日（水）わ た な べ 内 科 医 院 余市町大川町 22-3989

15日（日）北 郷 耳 鼻 咽 喉 科 医 院 余市町大川町 23-5533

22日（日）勝田内科皮フ科クリニック 余市町大川町 22-3843

23日（月）中 島 内 科 余市町黒川町 22-3866

２月の余市管内休日当番病院等

３㈫
●節分会
（びくに・みなと保育所交流会）

４㈬ ●美国小学校１日入学

２月のこよみ

世帯数／　951世帯（－２）

人　口／1,617人  （－５）

男　／　758人  （－３）

女 ／　859人  （－２）

－２月の俳句－
（美国踏青俳句会）

※受診される方は、あらかじめ病院等に電話確認をお願いします。

文芸だより

●転入／１人(±０）●転出／１人(±０）

●出生／０人(±０）●死亡／５人(＋２)

令和７年12月31日現在､(　)内は前月比

古
民
家
に
鷗か

も
め

が
一
羽
女
正
月　
　
　
　
　
　

藤
原　

わ
子

初
風
呂
は
温
泉
行
き
ぞ
と
長
男
が　
　
　
　

戸
来　

和
子

閉
店
を
決
め
て
ス
ッ
キ
リ
年
の
暮　
　
　
　

河
岸　

悟
郎

野
良
猫
の
背
に
雪
の
せ
て
餌
ね
だ
る　
　
　

菊
谷　

知
子

換か
ん
き
と
う

気
筒
借か

り
住
い
か
な
寒
雀　
　
　
　
　
　

山
﨑
美
枝
子

年と
し
あ
ら新

た
海
な
ぎ
を
見
て
戻
り
け
り　
　
　
　

福
井　

新
一

診療時間：午前９時～午後５時

10 ㈫
13 ㈮
17 ㈫
20 ㈮
25 ㈬

●転倒・寝たきり予防運動教室
（Ｂ＆Ｇてんとうむし教室）

ふるさと納税の状況ふるさと納税の状況

≪令和７年12月31日現在≫

6,253 件　91,776,300 円

全国の皆さま、ご協力ありがとうございました。

交通安全はみんなの願い

（ゼロ）

０死亡交通事故 の日

2,4002,400日達成

（令和８年１月１日現在）

０

善意に感謝します 社会福祉法人　積丹町社会福祉協議会

大　坂　ノ　ブ　様（日司町） ３０，０００円

◆ し尿収集の日程・２月 ◆

日(曜日) 地　区 日 (曜日 ) 地　区

16 日㈪ 神岬・草内 24 日㈫ 来岸・西河

17 日㈫ 余別 25 日㈬ 野塚

18 日㈬ 〃 26 日㈭ 〃

19 日㈭ 余別・来岸

渡　邊　賢　治　様（婦美町） ３０，０００円

匿　名　希　望　　（余市町） ３０，０００円

㈱入七八戸商店　様（美国町） ゆず１５個

広報しゃこたん令和８年２月号
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